
　

1

Child First（チャイルドファースト）
～若久緑園の子どもたちから感じること～

若久緑園 園長

中村隆

若久緑園で暮らす子どもたちを見ていると、平成15年以降の障がい福祉サービスの多機能化、地域支援

の充実もあり、いわゆる重度の障がいのある子どもたちの入所ニーズが減少している印象があります。私自

身もヘルパーとして居宅介護・行動援護等の支援に入り、地域の暮らしを支えるしくみになってきた事例を多

くみてきました。その背景もあり、福祉型障がい児入所施設のニーズは大きく変わってきたように思います。

一方で、愛着形成に課題を持つ子どもたちが増えてきており、社会的養護の観点から福祉型障がい児入

所施設を見るべきであるという気持ちが大きくなってきました。その現場で働く保育士、児童指導員等はこの

支援業務の中で、どれだけ支援上の苦労を分かち合い、共感し、感動をともに共有できているのか園長とし

てできることはないか自問自答していました。もちろん施設内での情報共有も大切ですが、多くのネットワー

クの中で支援の共有化を図っていくことが大切な現場とも言えます。

また、社会的養護の施策として、児童養護施設は小規模ユニット化、定員減を大きく打ち出し、また里親制

度やファミリーホームといった流れもあり大きく変わってきていますが、福祉型障がい児施設の現状は取り残

された感が否めません。そのような中で若久緑園の取り組みとして、1月下旬西南学院大学教授の安部計彦

教授の協力を得て、研修会を当園主催で行いました。テーマは「発達障がいのある児童の支援について～

集団生活の中での課題～」。思った以上の反響で、児童相談所、児童養護施設、自立援助ホーム、相談支

援、発達障がい者支援センター等の関係者が集いました。内容は若久緑園児童の事例検討を中心に行いま

したが、このネットワークを大切にしたいとの気持ちがなお一層強くなりました。同じ課題を持つ施設である

「福祉型障がい児施設」は、児童福祉法と障がい者総合支援法の狭間で制度的な積み上げが見えない現状

の中でもがいているように感じます。

今、できることは社会の中で前述の研修会等の小さな取り組みを一つひとつ積み重ねていきながら、同じ

社会的養護の課題を共有できる仲間を増やしていくことかと思います。それは子どもたちの支援に反映して

いくし、社会を変えていく力にもなる。また職員のメンタルヘルスに繋がるものだと感じています。

「Child First（チャイルドファースト）」、障がい児のまえに、まず子どもなんだということを再確認して、子ど
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青葉寮の子ども達は今日も元気に過ごしています。職員も子ども達に負けじと、元気いっぱ

いに支援しています。年末年始はクリスマス会やお年玉と、子どもたちにとって楽しい事づく

めの日々でした。今年も昨年に負けじと、元気いっぱいな毎日を過ごして参りますので、今後

とも青葉寮を宜しくお願い致します!!

３月、若葉寮では中学３年生２名と小学６年生

３名が卒業を迎えます。

今年度も子ども達は、１年間でたくさんの成長

する姿を見せてくれました。来年度は、またどん

な成長を見せてくれるのか楽しみです。

１年間、子ども達へのご支援、ご協力ありがと

うございました。また、来年度もよろしくお願い

致します。

あ お ば
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照
葉
寮

平成２９年１月今年も年始に毎年恒例

のどんど焼きへ行ってきました。

どんど焼きとは、子正月の行事で、松

飾りや書き初めなどを家々から持ち寄り、

一箇所に積み上げて燃やすという火祭

り行事です。今年も地域の年中行事の

一貫として、照葉寮数名が参加しました。

当日は、とても寒い中での参加となり

ましたが、果たして今年はどんな一年に

なるのでしょうか。

本年も照葉寮をどうぞよろしくお願い致

します。

女の子が多い双葉寮は、平成２８年度も明るく元気に仲良く、１年間を楽しみながら
過ごす事ができました！
バーベキュー、ソフトバレー、夏祭り、能古島での海水浴、かしいかえん、川遊び、双葉大運
動会、ハロウィン、クリスマス、年越し、お正月、節分、個別の希望に沿った担当外出、そし
て園内でのシャボン玉や鬼ごっこ・・・どれもステキな想い出です！

双葉寮
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　　平成28年１２月１１日（日）　緑園スポーツ新聞

【
優
勝
監
督
談
話
】

昨
年
と
は
メ
ン
バ
ー
が
大
幅
に
変
更
に
な
り
、
選
手

も
ス
タ
ッ
フ
も
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
状
態
で

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

１
試
合
目
の
北
九
州
高
等
学
園
戦
は
動
き
が
固
く
、
初

め
は
相
手
に
攻
め
込
ま
れ
る
場
面
が
多
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
直
接
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
先
制
点
を
取
っ
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
試
合
の
流
れ
が
こ
ち
ら
に
傾
き
、

終
っ
て
み
れ
ば
、
４
対
０
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

決
勝
戦
の
相
手
で
あ
る
福
岡
高
等
学
園
に
は
、
十
一

月
の
練
習
試
合
で
一
度
負
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
１

試
合
目
と
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
変
え
、
守
備
的
な
布
陣
で

試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
相
手
に
攻
め
ら
れ
る
場
面
が
多

か
っ
た
で
す
が
、
守
備
陣
が
耐
え
、
攻
撃
陣
が
カ
ウ
ン

タ
ー
で
得
点
を
狙
い
ま
し
た
。
相
手
の
守
備
の
裏
の
ス

ペ
ー
ス
を
狙
っ
て
攻
め
た
結
果
、
攻
撃
陣
は
３
得
点
を

挙
げ
、
守
備
も
し
っ
か
り
０
点
に
抑
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
３
連
覇
＆
３
大
会
連
続
無
失
点
と
い
う
輝
か
し
い

成
績
を
残
す
事
が
で
き
た
の
も
、
「
点
を
取
る
べ
き
人
が

取
り
、
守
備
は
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
相
手
に
食
ら
い
つ

く
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
た
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
中
心
と
な
っ
た
高
校
生
、
ま
た
成

長
著
し
い
中
学
生
の
選
手
が
来
年
も
活
躍
し
、
良
い
結

果
が
残
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
当

日
は
応
援
の
為
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
会
場
ま
で
足
を

運
ん
で
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
肘
井
）

【控え】

【監督】

【コ－チ】

【
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
】

今
年
は
、
練
習
予
定
表
を

も
と
に
練
習
を
し
て
き
ま

し
た
。
練
習
の
内
容
と
し

て
は
、
体
力
面
（
走
り
込
み

等
）
の
向
上
と
ス
キ
ル
（
ド

リ
ブ
ル
・
フ
ェ
イ
ン
ト
）

の
向
上
に
重
点
を
置
き
取

り
組
み
ま
し
た
。
練
習
を

積
み
重
ね
る
に
つ
れ
て
、

練
習
が
き
つ
く
て
挫
折
し

そ
う
な
時
は
、
チ
ー
ム
メ

イ
ト
が
励
ま
す
よ
う
な
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
試
合
当
日

は
、
緊
張
感
も
あ
り
立
ち

上
が
り
は
不
安
で
し
た
が

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
プ

レ
ー
に
余
裕
が
出
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
達
は
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
、

サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
だ
け

で
は
な
く
、
沢
山
の
人
に

応
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る

事
に
気
付
い
て
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。

（
番
記
者
：
永
田
）

【大会トーナメント】
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　　平成２９年　１月２２日（日）　緑園エイサー新聞

５月 ＴＯＹＯＴＡイベント （博多区榎田）

６月 ライオンズクラブ世界大会（天神中央公園）

７月 若久２丁目地区『夏祭り』

８月 福岡コロニー 『夏祭り』

９月 東若久小学校イベント（東若久小学校）

１１月 全国生産活動・就労支援部研修会イベント（天神中央公園）

１月 ライオンズクラブ例会（ホテルニューオータニ）

１月 ふくふくフェスティバル（ふくふくプラザ）

≪ エイサー隊のはじまり ≫

共栄福祉会が沖縄にゆかりがあり、姉妹園（若竹保育園

・板屋学園）が行事ごとに披露していた。

若久緑園でも姉妹施設に負けないような「エイサー」を

披露しようと職員で始めたのがきっかけ。

職員がカッコよく踊る姿に、子ども達も魅かれていき、

「僕も踊りたい」「私も踊りたい」と声が上がる。

その子ども達のやる気を受け止め「大人エイサー」

「子どもエイサー」に分かれた。

『大人エイサーは凛々しくカッコ良く』

『子どもエイサーは可愛く楽しく』を

モットーに伝統を受け継ぎ、練習を重ねて

きた。今では出演依頼が殺到し、子ども

達は出演ごとに上達し、自信へと繋がって

いる。
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今年も行われた若久緑園のクリスマ

ス会。今年は昨年以上に、音楽・劇・

ゲーム大会など、充実したクリスマス

会となりました。来年度も子どもたち

が心から楽しめるクリスマス会にして

いければと思います！！

今年度は、メンバーの脱退が相次ぎ、音楽活動の存続にまで影響する

出来事が数多くありました。しかし、そんな中でも「音楽をしたい！」と、強

く希望する子どもたちがいました。職員と子どもたちが一致団結し、今も

音楽と向き合う日々を送っています。来年度からは今以上に活動に力を

入れ、皆さんに「笑顔」を届けられるバンドを目指していきたいと思います。

今後とも応援の程、よろしくお願い致します。

ｓｍｉｌｅ
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今回は苦情等の受け付けは

ございませんでした。

苦情相談等がございましたら、お

気軽に苦情受付担当者にお申し出

頂くか、事務所前に備え付けている

「ご意見箱」にお入れください。

今回のGREEN PEACEは

青葉寮 Ｉ君、Ｓ君の原案

でした！ありがとう☆

放課後等デイサービス

若久緑園に関する質問・意見・疑問などがございま

したら、下記の苦情受付委員までお申し出ください。

誠意をもってご返答致します。

【苦情受付担当者】 上原桂一郎（支援部部長）

鬼塚康宏（支援部係長）

【苦情解決責任者】 中村隆 （ 園 長 ）

【第三者委員】

武末 政利（前桜ヶ丘自治会長）

住所：春日市桜ケ丘８丁目７２番地

電話：０９２－５８２－３８０２

諏訪多 孝一（新開学園園長）

事務所で直接話づらい、話し合っても解決できない時は

こちらでもご相談をお受けしています。

（匿名でのご相談も可能です）

福岡県運営適正化委員会事務局（社会福祉法人 福岡県社会福祉協議

会) 住所：春日市原町３丁目１番７ クローバープラザ４階（東棟）

電話：０９２－９１５－３５１１

「ガーデン」

地域にお住まいの、知的障がいや発達障がいのあ

る方およびご家族の相談内容をお聞きし、適切な福

祉サービス利用に向けて一緒に考えていきます。ま

た、サービス等利用計画を作成し、サービス利用後

も一定期間ごとに『利用しているサービスと、ご本人

の求める事』について確認をいたします。

緑園内、短期入所や放課後等デイサービスなどとも

リンクしています。

また、サービス区域が福岡市(東区、西区は除く)、

春日市、大野城市、筑紫野市、那珂川町に拡大しま

した。

２月は節分！ガーデンでも

職員扮する鬼を退治して大

盛り上がりでした！

おやつも節分やバレンタイ

ンにちなんでクッキング！

上手に可愛く出来ました♪

みどり

園内の行事やこどもたちの様子など随時更新中！

グリーンピース

（担当：宮崎）


